
新情報化推進計画

「ふくしまＩＣＴデータ利活用社会推進プラン」の概要 情報政策課

プランの策定趣旨ICTの進展 国の動向

ＩＣＴとデータで真の豊かさを享受する社会 “ふくしまSociety5.0”の実現

基本目標

施策の展開 位置づけ

趣旨の実現に向けて

推進体制

直面する課題

○ 震災からの復興
○ 人口減少
○ 少子高齢化

○ IoT、AIの進展
・幅広い応用、新ビジネスや
新サービスが誕生
・あらゆる「モノ」がインター
ネットにつながる
・RPA等による業務効率化

○ オープンデータ、
ビッグデータ
・地方自治体のオープンデータ
が進展
・ビッグデータの利用が本格化

○ 仮想通貨、キャッシュレス、
クラウド、サイバー攻撃 ほか

これまでの成果

○ H13の第1期計画以降、
5期18年、情報化に取組

○ 現計画
・ICTによる課題解決がテーマ
・ふくしまの魅力の情報発信等
・H30最終年度

対応

○ 官民データ活用推進基本法
・県に計画策定を義務づけ
・データ活用によるビジネス、課題解決

○ Society5.0
・狩猟（1.0）、農耕（2.0） 、工業
（3.0） 、情報（4.0）に続く新たな社会

○ マイナンバー制度
・情報連携による効率化

○ デジタル・ガバメント
・行政サービス100%デジタル化

○ デジタルファースト ほか
・全ての手続をオンライン化

□ ICTの利活用により復興を推進
・産業振興、風評払拭、風化防止、
交流促進など様々な分野に利活用

□ 最新のICTに対応
・ＩＣＴをめぐる技術進歩が急速に進展
・ＩｏＴやＡＩがもたらす社会経済の大変革
（第4次産業革命）に対応

□ 官民データ活用の取組推進
・国、地方自治体、事業者等が保有する
データの活用の取組を計画的に推進

○ 県が直面する課題の解決に向けてICT
と官民データを利活用するための指針

○ 県総合計画の基本目標及び
県復興計画の基本理念を実現

○ 都道府県官民データ活用推進
計画として位置づけ

【庁 内】福島県電子社会推進本部
【産学官】ふくしまICT利活用推進

協議会、福島県ネットワー
ク・セキュリティ連絡協議会

【市町村】福島県電子自治体推進
連絡会議

○ 毎年度アクションプランを策定し、
進行管理

計画期間

○ 2019年度～2021年度

プ
ラ
ン
推
進
に
向
け
て

１ 復興の推進

○ 情報発信、交流の促進
SNSで情報発信、安全安心情報の発信

○ 福島イノベーション・コースト構想の推進
ロボット、ドローン、スマート農業

○ 避難解除区域携帯電話通話エリア
拡大、地上デジタル難視対策

○ 震災体験アーカイブ化
ICTを活用し経験や教訓を未来に継承

３ 産業振興・地域活性化

○ 産業振興
中小企業のIoTやAI等の対応支援、
ICT企業誘致、観光、農林水産業

○ 少子化、高齢化、ワーク・ライフ・
バランスへの対応

○ テレワークによる地域活性化
移住促進、雇用創出、遊休施設活用

○ 携帯電話通話エリア拡大、
光ファイバ整備

５ 電子自治体

○ 行政手続オンライン化
オンライン化の拡大

○ オープンデータ
データの充実と更新

○ マイナンバーカード
利用促進、市町村間のサービス平準化

○ デジタルデバイド対策
○ 情報システム規格整備・互換性確保

○ 業務の効率化・高度化
RPA導入等、AI検討

○ 働き方改革
テレワーク等、育児介護がしやすい環境

○ ハード基盤整備・セキュリティ対策
ネットワークの適切な運用・安全性の確保

○ 情報セキュリティ・個人情報適正
取扱

○ 職員研修・育成
○ 市町村支援
市町村計画、オープンデータ、クラウド
導入等

２ 安全・安心、健康なくらし

○ 防災・減災、災害対応
ネットワーク維持、情報発信、
ドローン等活用

○ 保健・医療・福祉
医療機関連携、障がい者ICT活用、
ロボット導入による現場支援

○ ICT活用建設工事、維持管理等
ICT対応重機等で人手不足対応

○ 交通事故抑止・情報提供
交通事故を見える化

４ 教育・ICT人材育成

○ 学校教育のICT化
機器整備、ネットワーク維持管理、教員研修

学習活動で積極的にICT活用
ロボット、ドローン等学習

○ 情報教育・情報モラル教育
ネット上のいじめ防止、犯罪防止

○ ICT人材育成
会津大学、テクノアカデミーの専門人材育成

○ 啓発活動
新ICT活用、サイバー被害防止、
仮想通貨の特徴・危険性等

ICT利活用の課題

■ 復興の推進・加速化
■ 人口減少対策、地方創生
■ オープンデータ、オンライン化

■ 最新のICTの利活用推進
■ 安全・安心の確保
■ 市町村ＩＣＴ利活用支援
■ 啓発活動等
■ ネットワークセキュリティ
の確保

※日々の暮らしや社会の様々な場
面で県民一人一人が最新のＩＣＴや
データがもたらす便益を享受し、真
の豊かさを実感できる新しい社会へ


